
保護者の皆様へ

羽島市 教職員の働き方改革 2023

【重点項目】 １ 「正確な勤務時間の把握」

２ 「時間外勤務時間上限４５時間/月・３６０時間/年」

３ 「部活動の休養日の設定」

１ 休日を含めた正確な出退勤時刻の把握

２ 時間外勤務時間が、月平均４５時間未満の職員数

３ 部活動の平日１日、休日１日以上の休養日の実施学校数

新規重点項目として、「ハラスメントやメンタル不調の迅速な解決」を取り組ん

でまいります。この項目については、県内において、ハラスメントによる不祥事

やメンタル不調による病休者・休職者が増加傾向にあるため、羽島市でも、重点

項目として位置づけることとしました。

令和５年度の重点項目は、次の３点です。

令和元年度 令和４年度

月平均の時間外勤務時間 ５０時間３６分 ４１時間４５分

月４５時間未満の教職員の割合 ４１％ ５７％

教育活動の見直しや改善等の不断の努力により、組織や教

職員一人ひとりの意識が高まり、成果が現れています。

部活動休養日については、「岐阜県中学校部活動指針」及

び「羽島市中学校部活動指針」に基づいて実施しており、

市内の学校５校中、すべての学校で、休養日の設定、実施

ができています。

校務支援システムの活用により、市内すべての学校にお

いて、職員一人ひとりの出退勤時刻が正確に記録されてお

り、自らの働き方や学校経営について見つめ直す機会とな

っています。

時間外勤務時間の上限を月４５時間

ハラスメントやメンタル不調の迅速な解決

部活動の休養日の設定

１

２

３

月４５時間未満

190人

１42人
月４５時間以上

57％

（R４年度３月時点）

100％

５校/５校中

羽島市では、教職員が心身の健康を保ち、誇りとやりがいをもって勤務し、子ど

もたちと向き合う時間が創出できるよう、重点項目を設定し、働き方改革を進めて

います。ご理解とご協力いただきますようお願い申し上げます。

令和４年度の実績

令和５年度の重点項目

13 校/13 校中

100％

羽島市教育委員会
羽島市小中校長会
羽島市 PTA 連合会



重点項目３ 部活動の休養日の設定

重点項目２ ハラスメントやメンタル不調の迅速な解決

重点項目１ 時間外勤務時間の上限を月４５時間

令和５年度の具体的取組（羽島市教育委員会及び各学校）

＜学校による取組＞

＊職員の出退勤（休日も含めた）の正確な記録と管理職による職員の勤務把握

＊毎月、時間外勤務時間の検証とその改善策の周知

＊早帰りの日（午後６時退勤：水曜日、８の付く日等）の設定

◇留守番電話による対応（早帰りの日は午後６時、他の日は午後７時に設定）

＊教育的活動、会議、研修等の精選や日課表の不断の見直し

＊会議資料のデジタル化による印刷、丁合時間の短縮や会議の終了時刻の設定

＜個々による取組＞

＊仕事の優先順位決定や精選によるタイムマネジメント

＊学習支援アプリを活用し、教材研究・授業準備時間の短縮

◇自己研鑽、研修参加による指導力、事務処理能力の効率化

＜地域、保護者との連携＞

＊コミュニティ・スクールによる外部講師の活用

＊「すぐーる」による出欠席報告、保護者への連絡

＊ハラスメント等の不祥事根絶に向けた研修実施

＊月１回、コンプライアンスに関わる振り返りの実施

＊管理職との定期的な面談の実施

＊月８０時間を超えた場合の管理職との面談実施

◎校内の相談係(ハートフルスタッフ)の明確化

＊教育委員会をはじめ、県や市の相談窓口の周知

＊週２日（平日１日、休日１日）以上の休養日設置

＊平日２時間、休日３時間程度の活動時間の実施

＊複数名による指導体制

＊外部指導者との協力体制

＊地域総合型スポーツクラブとの連携強化

羽島市教育委員会 学校教育課

TEL：058-393-4674 E-Mail：gakko@city.hashima.lg.jp

＊継続、◇改善、◎新規


